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用語の説明（歳入）
市税：皆さんから市に納めていただく税金

地方交付税：所得税など国が徴収した税金の中
から、市の財政状況に応じて交付されるお金

国庫支出金：特定の目的の財源として国から
交付されるお金（補助金など）

市債：大きな事業を行うために国などから借り
入れるお金

《平成14年度末残高見込額430億5,115万3千円》

繰入金：一般的な会計とは別に、特定の目的の
ために積み立てているお金を一般的な会計
に取り込むもの

県支出金：特定の目的の財源として県から交付
されるお金（補助金など）

地方消費税交付金：国が徴収した消費税の一部
から市へ譲与されるお金

使用料及び手数料：市の施設の使用料や住民票
をはじめとする証明書などの交付にかかる手
数料

分担金及び負担金：市が行う事業によって特に
利益を受ける人や団体が収めるお金

地方特例交付金：恒久的な減税に伴う税の減収
を補うため、国から交付されるお金

諸収入：上記の収入科目に含まれない収入（預
金利子など）

　 会 計 名 　  

国 民 健 康 保 険 事 業  

観 光 事 業  

住宅新築ならびに改修資金貸付事業 

有 線 放 送 電 話 事 業  

下 水 道 事 業  

休 日 急 病 診 療 所 事 業  

老 人 保 健 事 業  

農 業 集 落 排 水 事 業  

介 護 保 険 事 業  

　 合 　 計 　  

平成14年度予算額 

６６億９，６２８万７千円 

３億９，２１８万１千円 

８，３２３万７千円 

４，８７５万３千円 

８２億８，３０３万４千円 

５，２５０万　　円 

８３億５，２３５万９千円 

３億１，２４９万３千円 

３５億９，７１０万９千円 

２７８億１,７９５万３千円 

対前年度比 

＋　６．０％ 

－２３．０％

－　２．３％ 

＋　２．２％ 

+　４．４％ 

+　４．５％ 

+　４．１％ 

＋　３．９％ 

＋１４．８％ 

＋　５．４％ 

　 会 計 名 　  

病 院 事 業  

水 道 事 業  

　 合 　 計 　  

平成14年度予算額 

８８億１,２１５万９千円 

３８億３,３０４万８千円 

１２６億４,５２０万７千円 

対前年度比 

－６２.３％ 

－１５.３％ 

－５４.７％ 

市　税　１４３億５,５７４万４千円（４１.０％） 

地方交付税　５０億円（１４.３％） 

国庫支出金　３４億８,３９５万円（９.９％） 

市　債　３０億８,０１０万円（８.８％） 

繰入金　２０億２,１７３万１千円（５.８％） 

県支出金　１８億１,３００万７千円（５.２％） 

諸収入　１６億１,８８２万３千円（４.６％） 

地方消費税交付金　９億３,０００万円（２.７％） 

使用料及び手数料　９億３９２万２千円（２.６％） 

分担金及び負担金　６億２,１６８万５千円（１.８％） 

地方特例交付金　３億９,０００万円（１.１％） 

その他　８億１,１０３万８千円（２.２％） 

歳入 
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広報ひこね　平成14年４月１日 2

用語の説明（歳出）
民生費：福祉や医療などのために使われるお金

土木費：道路や橋、公園などの施設の整備に使
われるお金

教育費：小・中学校などの教育や文化、スポー
ツの振興のために使われるお金

総務費：市税、選挙、戸籍の事務や市の発展の
ための計画を作るために使われるお金

公債費：大きな事業を行うために借りたお金の
返済に支払われるお金

衛生費：健康診断や予防接種、ごみの収集・処
理に使われるお金

消防費：市民の安全を守るため、消防や防災対
策に使われるお金

農林水産業費：農林水産業の振興のために使
われるお金

商工費：商工業や観光の振興に使われるお金

議会費：市議会を運営するために使われるお金

労働費：働く人たちの福祉などのために使われ
るお金

民生費　７９億５,５１９万４千円（２２.７％） 

土木費　６８億２,５３０万６千円（１９.５％） 

教育費　４８億５,４９７万３千円（１３.９％） 

総務費　４２億１,８７３万８千円（１２.０％）

公債費　４１億５,２７２万６千円（１１.８％） 

衛生費　３５億２,７５０万７千円（１０.１％） 

消防費　１２億６,５００万７千円（３.６％） 

農林水産業費　９億６,１２１万１千円（２.７％） 

商工費　６億６,７２２万４千円（１.９％） 

議会費　３億８４万２千円（０.９％） 

労働費　２億７,１２７万２千円（０.８％） 

予備費　３,０００万円（０.１％） 

歳出 

４・５ページに、５つの項目ごとの新規・主要事業と
その予算額の概要を掲載しています。
問い合わせ先 財政課☎22-1411（内線470）

「市民がつくる 安心と躍動のまち 彦根」を目指して

予算総額　754億9,316万円（前年度に比べて１５.８％減少）
一般会計 ３５０億３,０００万円 （前年度に比べて １.０％減少）

特別会計 ２７８億１,７９５万３千円（前年度に比べて ５.４％増加）

企業会計 １２６億４,５２０万７千円（前年度に比べて５４.７％減少）

平
成
14
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
総
合
発
展
計
画
﹁
ひ
こ
ね
21
世
紀

創
造
プ
ラ
ン
﹂
に
掲
げ
て
い
る
本
市
の

将
来
都
市
像
﹁
市
民
が
つ
く
る

安
心
と

躍
動
の
ま
ち

彦
根
﹂
の
実
現
に
向
け
、

左
の
五
つ
の
基
本
方
針
の
も
と
、
福
祉
、

教
育
、
生
活
環
境
、
ま
ち
の
活
性
化
な

ど
を
重
点
施
策
と
し
て

位
置
づ
け
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
市
政
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

彦根市の平成14年度予算が決まりました。

その概要を紹介します。
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環境マネジメントシステム構築事業
ごみの指定袋供給事業
環境美化推進員設置事業
特定優良賃貸住宅供給促進事業
公営住宅ストック建替事業
下水道の整備（公共下水道事業）
防災体制整備事業
市道橋耐震対策事業

土砂災害情報相互システム整備事業
環境にやさしい道づくり事業
消防防災支援要員事業
消防体制の整備、充実
車両整備事業

防火水槽整備事業

都市計画公園整備事業（荒神山公園ほか）

402万9千円
2,578万4千円
1,024万8千円
674万6千円

3億5,048万1千円
48億5,895万2千円

1,025万8千円
1,500万円

2,300万円
850万円

382万4千円
7,138万4千円

2億9,199万9千円

農業の振興
ひこねうまいもん市場開設事業

やろか地場もんづくり事業

環境こだわり農産物支援事業
これからがんばる集落営農促進事業　など

ちびっこ森の大学校事業
山の人づくり事業
商店街環境整備事業
中小小売商業対策事業
ファサード整備事業
おいでやす商店街振興組合

市場商店街協同組合

金融対策事業
中山道400年記念事業関係

彦根城城郭整備事業
彦根城パトロール隊員雇用事業
本町地区街なか再生土地区画整理事業
彦根駅東土地区画整理事業
都市計画道路整備事業
路線バス対策事業
自転車駐車場整備事業
《平成14年度：914万6千円、同15年度：897万8千円》

住宅リフォーム促進事業
勤労者融資対策事業

789万5千円

173万1千円
615万円
1,950万円

2,767万5千円
6,367万2千円

2億1,286万5千円
472万6千円

1億3,278万5千円
515万円

2億1,331万4千円
4億4,975万8千円
10億2,420万円
6,644万6千円
1,812万4千円

2,012万円
4,431万3千円

教育施設等の整備
教育用コンピュータ整備事業

城陽小学校校舎・体育館改築事業
旭森小学校校舎整備事業

教育内容の充実
家庭・地域とともに進める開かれた学校教育事業

はつらつ彦根っ子体験活動推進事業
幼稚園教育振興プログラム推進事業

国際理解教育の推進事業

中学校スクールランチ準備事業　など

高等学校入学支度金支給事業
ふれあい生活推進員派遣事業
情報教育推進サポーター派遣事業
地域教育コーディネーター設置事業
ＩＴ基礎技能住民サポートセンター設置事業
図書館資料遡

そ

及
きゅう

データ入力事業
青少年健全育成推進
子ども放送局受信設備設置事業

自然・人・文化を活
い

かした体験塾事業　など

6億8,018万5千円

4,905万円
358万円

1,297万3千円
1,080万円

1,320万4千円
470万4千円
1,940万8千円
1,607万4千円

市町合併推進事業
彦根藩下屋敷保存整備検討事業
名勝「玄宮楽々園」保存整備事業
彦根城博物館 企画展「狩

か

野
のう

永
えい

岳
がく

」開催事業
彦根市史編さん事業
日中友好交流都市卓球交歓大会選手団派遣事業

中国湘
しょう

潭
たん

市
し

交流事業
友好使節団派遣事業

研修生受入事業

インターネットによる市政情報発信事業
住民基本台帳ネットワークシステム構築事業

126万4千円
429万7千円
834万3千円
923万2千円
5,535万1千円
87万4千円

599万5千円

2,252万3千円
875万7千円

* *

*

*

*

*

*

*

*

良好な環境が整った、快適で安全・安心なまちづくり

活力ある産業に満ちた、にぎわいあふれるまちづくり

明日の彦根市を担う人を育むまちづくり

人とひととの交流をひろげ、市民文化を創造するまちづくり

*印のついているものは、「緊急地域雇用創出特別交付金」を活用した事業です。

旭
森
小
学
校
校
舎
整
備
後
の

イ
メ
ー
ジ
図

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

紙
上
談
話
室
・
１ 
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男女共同参画推進条例等啓発事業
男女共同参画社会づくり推進員設置事業
福祉サービス調整委員設置事業
彦根市民支え愛大学事業
老人クラブ活性化事業
健康ひこね21計画策定事業
障害者福祉事業関係
障害者生活支援事業

在宅重度障害者緊急通報システム設置事業

障害者住環境整備推進事業

授産施設整備推進事業

精神障害者在宅生活支援事業

精神障害者住環境整備事業

福祉的就労の場支援事業

高齢者福祉事業関係
在宅介護支援センター運営事業

宅老所整備運営事業

成年後見制度利用支援事業　など

介護保険事業関係
介護保険事業

介護保険基盤整備事業

国民健康保険介護納付金　など

児童福祉事業関係
留守家庭児童会運営事業

児童扶養手当・特別児童扶養手当支給事業

子育て支援短期利用事業

保育所就園援助事業

ひこね子育てネットワーク支援事業

ふたば保育園　延長・一時・休日保育事業

ふたば保育園整備事業

予防接種事業
基本健康診査事業
新市立病院開院事業
医療情報システム導入事業

物品管理システム導入事業

73万6千円
16万9千円
53万4千円
78万円
150万円

223万7千円
7,501万8千円

3,491万2千円

42億6,291万3千円

8億3,718万2千円

9,275万1千円
1億301万1千円

4億1,020万1千円

人権が尊重され、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり

新規・主要事業とその予算額の概要 

「市民がつくる 安心と躍動のまち 彦根」を目指して

ふ
た
ば
保
育
園
整
備
後
の

イ
メ
ー
ジ
図

彦
根
市
長

今
年
度
か
ら
﹁
広
報
ひ
こ
ね
﹂
毎

月
１
日
号
で
、
市
の
施
策
に
つ
い
て

の
私
の
考
え
方
を
連
載
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
14
年
度
の
本
市
予

算
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
編
成
に
あ

た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
ご
説

明
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
21
世
紀
は
、
環
境
と
人
権

の
世
紀
と
言
わ
れ
ま
す
よ
う
に
、
新

た
な
時
代
に
対
応
し
た
展
開
に
向

け
、
行
政
自
ら
が
牽け

ん

引い
ん

し
、
そ
の
役

割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
革
命
の
進
展
、
自

然
と
の
共
生
、
少
子
・
高
齢
社
会
の

進
行
な
ど
、
大
き
な
時
代
の
潮
流
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
時
代
の
潮
流

を
先
取
り
し
た
政
策
形
成
機
能
を
強

化
し
、
魅
力
と
個
性
あ
る
施
策
、
事

業
展
開
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
、
効
率
的
で

健
全
な
行
財
政
運
営
に
努
め
つ
つ
、

ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
応こ

た

え
ら
れ
る
行
政
能
力
を

発
揮
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
分
権
が
実
行
の
段
階

を
迎
え
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の

も
と
、
住
民
に
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
総
合
的
に
提
供
す
る
地
方
自
治

体
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の

と
な
る
な
か
、
今
日
、
そ
し
て
将
来

的
に
、
地
域
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
ど
の
よ
う
に
あ

る
べ
き
か
と
の
視
点
に
立
ち
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
基
盤
を
よ
り
一
層
強
固
な

も
の
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

そ
こ
で
、
新
年
度
予
算
は
、
以
上

の
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
編
成
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、

個
性
と
魅
力
あ
る
地
域
の
振
興
、
発

展
の
た
め
に
市
民
の
皆
様
方
と
と
も

に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
な
が

ら
、
額
に
汗
し
、
知
恵
と
工
夫
に
よ

り
、
従
来
の
事
業
の
枠
組
み
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
新
し
い
発
想
で
事

業
に
取
り
組
み
、
総
合
発
展
計
画
に

掲
げ
て
お
り
ま
す
本
市
の
将
来
都
市

像
「
市
民
が
つ
く
る
安
心
と
躍
動

の
ま
ち
彦
根
」
の
実
現
に
向
け
て
、

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。
市

民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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資料館　主な行政情報が見られます。 
・各種計画　「ひこね21世紀創造プラ
ン」や、各種事業の基本計画など。 
・条例／規則　彦根市の条例、規則を
検索、閲覧できます。 
・議会／会議録　市議会の会議録を検
索、閲覧できます。 
・統計　彦根市統計書にあげられた数
値を見ることができます。平成12年

国勢調査の結果、学区ごとの年齢別
人口、工業の概況など 
・選挙　投票所ごとの有権者数や過去
の選挙の開票結果などの情報を見る
ことができます。 

企業向けインフォメーション 
　中小企業向けの融資に関する情報
や、入札案内など。 

最新トピックス 
彦根市が発信する最新のニ
ュースを、素早く詳しくお
知らせします。 
 
 
市民くらしガイド 
生活関連情報はここから。 
・ライフイベント別 
結婚したとき、子どもが生
まれたとき、引っ越したと
きなど、人生のいろいろな
場面に合わせて必要な情報
を提供します。 
・テーマ別 
「税金のこと知りたいな」
「講座の予定はいつ？」な
ど、目的別に情報を探すと
きはこちら。 
・窓口別 
担当する部・課などから知
りたい情報を探せます。 
 
 
市長からのメッセージ 
市長から、市民の皆さんへ
のメッセージです。随時更
新します。 
・市長への手紙 
受付期間中は、ここから電
子メールで市長への手紙を
書くことができます。 
・市民の声 
市に対する意見や要望、提
案はここから。いつでも送
信できます。 
 
 
「広報ひこね」のバックナン
バーは、ここで見られます。 
 
 
彦根市教育委員会のページ、
「ひこねっと」「こどもひこね
っと」へは、ここから行けま
す。 
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報
な
ど
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

行
政
情
報
が
充
実

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
次
の
よ
う

な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

申
請
書
、
申
込
書
の
印
刷

市
役
所
な
ど
に
出
す
申
請
書
や
申
込
書
の

用
紙
を
呼
び
出
し
て
、
自
宅
の
プ
リ
ン
タ
で

印
刷
で
き
ま
す
。

▼
各
施
設
利
用
申
込
書
▼
住
民
票
・
戸
籍
交

付
申
請
書
▼
福
祉
用
具
購
入
費
支
給
申
請
書

▼
車
い
す
貸
付
申
込
書
▼
要
介
護
認
定
等
申

請
書
▼
人
材
育
成
通
信
教
育
研
修
受
講
申
込

書
▼
市
職
員
・
消
防
職
員
・
病
院
職
員
採
用

試
験
申
込
書
▼
そ
の
ほ
か
計
約
60
種
類

市
民
の
声

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
双
方
向
性
を
生
か
し

て
、
市
に
対
す
る
意
見
、
要
望
、
提
案
な
ど

を
24
時
間
い
つ
で
も
送
信
で
き
ま
す
。

施
策
の
基
本
計
画
な
ど

施
策
を
行
う
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
立

て
た
基
本
計
画
な
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
ひ
こ
ね
21
世
紀
創
造
プ
ラ
ン
▼
男
女
共
同

参
画
ひ
こ
ね
か
が
や
き
プ
ラ
ン
▼
人
権
教
育

の
た
め
の
国
連
10
年
彦
根
市
行
動
計
画
▼
ご

み
処
理
基
本
計
画
▼
彦
根
市
交
通
安
全
計
画

▼
彦
根
市
環
境
基
本
計
画
お
よ
び
地
域
行
動

計
画
▼
子
育
て
ひ
こ
ね
ゆ
め
プ
ラ
ン
▼
彦
根

市
老
人
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
▼
彦
根
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

市
議
会
の
会
議
録

平
成
11
年
５
月
臨
時
会
以
降
の
本
会
議
と
、

平
成
12
年
12
月
以
降
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会

の
会
議
録
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

特
定
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
発
言
だ
け
を
探

し
た
り
、
あ
る
発
言
者

だ
け
を
選
ん
で
読
ん
だ

り
と
い
っ
た
こ
と
が
、

簡
単
に
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

情
報
政
策
課
☎
◯　22　
１

４
１
１
番
内
線
４
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
◯　22　

１
３
９
８
番

４月１日　同時にスタート！

iモード版ホームページでは、各種イベント情
報、市議会の開催日程、庄堺公園の花だよりなど、
今すぐに知りたい情報をお知らせします。
また、「彦根市教育委員会ホームページ」では、
市立幼稚園の入園募集案内のほか、市内の文化
財一覧、遺跡一覧などの情報を提供します。

４月１日　アドレスが変わります

新しい「彦根市ホームページ」が開設されるに
あたって、学習情報提供システム「ひこねっと」
と「こどもひこねっと」のアドレスが上のように
変更されます。
「ひこねっと」は、彦根のまちのウォーキング
マップ、彦根城など文化財の紹介、ひこね市文
化プラザなどでのイベント情報など、内容を生
涯学習情報に絞り、さらに充実させていきます。
「こどもひこねっと」は、彦根かるたや彦根の
昔話を紹介するなど、「まなぶ」「あそぶ」をテー
マに、小中学生の学習に役立つ情報を提供します。
小学生にも読みやすくするため、難しい漢字は
使っていません。

４
月
１
日
、
彦
根
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
生
活
に
役
立
つ
情
報
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
、
充
実
し
た
行
政
情
報
な
ど
を
、
す
ば
や
く
大
量
に
提
供

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

今
で
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。
そ
の
便
利
さ
も
、
た
く
さ

ん
の
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

彦
根
市
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
情

報
発
信
を
始
め
た
の
は
、
平
成
９
年
で
す
。

学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
「
ひ
こ
ね
っ
と
」

を
開
設
し
、
生
涯
学
習
情
報
を
中
心
に
、
い

ろ
い
ろ
な
行
政
情
報
な
ど
を
提
供
し
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
社
会
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
定

着
す
る
に
つ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

た
情
報
提
供
に
も
、
よ
り
広
い
範
囲
で
、
よ

り
充
実
し
た
も
の
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
要

請
に
応
え
る
た
め
、
彦

根
市
で
は
４
月
１
日
か

ら
「
ひ
こ
ね
っ
と
」
と

は
別
に
「
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
を
開
設
し
、

行
政
情
報
を
中
心
に
、

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

に
密
着
し
た
情
報
や
、

施
策
に
関
す
る
行
政
情

iモード版「彦根市ホームページ」
http://www.city.hikone.shiga.jp/im/

「彦根市教育委員会ホームページ」
http://edu.city.hikone.shiga.jp/

ひこねっと（学習情報提供システム）
➡http://longlife.city.hikone.shiga.jp/

こどもひこねっと
➡http://kids.city.hikone.shiga.jp/
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収
入
役 

市
　
　
長 

助
　
　
役 

教
育
長 

は、今回新設・改編または所管変えした課・施設など

　　 市 長 事 務 部 局
　（ 教育委員会事務局の主要なもの のみ掲載しました。）

 
企画振興部 
 
 
 
 
総 務 部  
 
 
 
 
 
 
市民共生部 
 
 
 
 
生活環境部 
 
 
 
福祉保健部 
 
 
 
 
産 業 部  
 
 
 
建 設 部  
 
 

都市開発部 
 
 

下 水 道 部  
 
 
 
 
 

 

教育委員会 
事 務 局  

企 画 課  
秘 書 室  
情報政策課  
総 務 課  
人 事 課  
財 政 課  
税 務 課  
契約監理室  
支 所  
出 張 所  
市 民 課  
保険年金課  
国際交流課  
男女参画課  
人権政策課  
東 山 会 館  
広 野 会 館  
生活環境課  
住民自治課  
清掃センター 
社会福祉課  
介護福祉課  
児童家庭課  
障害福祉課  
健康管理課  
農 政 課  
商 工 課  
観 光 課  
勤労青少年ホーム 
働く婦人の家 
建設管理課  
道路河川課  
建築住宅課  
都市計画課  
建築指導課  
開発調整課  
区画整理課  
管 理 課  
建 設 課  
出 納 室  
 
教育総務課  
学校教育課  
生涯学習課  
保健体育課  
人権教育課  
文 化 財 課  
市史編さん室 
彦根城博物館 
みずほ文化センター 

(市役所４階) 
(市役所４階) 
(市役所３・４階) 
(市役所１・４階) 
(市役所４階) 
(市役所４階) 
(市役所２階) 
(市役所別館２階) 
(田原町) 
 

(市役所１階) 
(市役所１階) 
(市役所３階) 
(市役所３階) 
(市役所３階) 
(里根町) 
(犬方町) 
(市役所１階) 
(市役所１階) 
(野瀬町) 
(福祉保健センター２階) 
(福祉保健センター２階) 
(福祉保健センター２階) 
(障害者福祉センター) 
(福祉保健センター１階) 
(市役所３階) 
(市役所３階) 
(市役所３階) 
(平田町) 
(平田町) 
(市役所２階) 
(市役所２階) 
(市役所１階) 
(市役所２階) 
(市役所２階) 
(市役所２階) 
(市役所２階) 
(市民会館１階) 
(市民会館１階) 
(市役所１階) 
 
(市民会館２階) 
(市民会館２階) 
(市民会館２階) 
(市民会館２階) 
(市民会館２階) 
(市民会館２階) 
(市民会館２階) 
(金亀町) 
(田原町)

（鳥居本町・高宮町） 　森堂町・賀田山町 

彦根市の行政機構図（平成14年４月１日現在） 

人
権
政
策
課
の
新
設

同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
て
培
っ

て
き
た
人
権
意
識
へ
の
深
ま
り
を
さ

ら
に
広
い
取
組
へ
と
充
実
強
化
で
き

る
よ
う
、
市
長
部
局
の
人
権
推
進
課

と
同
和
対
策
課
お
よ
び
教
育
委
員
会

事
務
局
の
同
和
教
育
室
の
業
務
の
一

部
を
統
合
し
、
人
権
政
策
課
を
新
設

し
ま
す
。

障
害
福
祉
課
の
新
設

障
害
者
福
祉
施
策
の
充
実
を
図
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
福
祉
課
内

の
業
務
を
独
立
さ
せ
て
障
害
福
祉
課

を
新
設
し
ま
す
。
事
務
室
は
、
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
置
き
ま
す
。

保
健
体
育
課
の
改
編

教
育
委
員
会
事
務
局
の
体
育
課
と

学
校
教
育
課
の
保
健
係
の
事
務
（
学

校
保
健
・
学
校
給
食
）
を
統
合
し
、

保
健
体
育
課
と
し
ま
す
。
な
お
、
事

務
室
は
、市
民
会
館
内
に
置
き
ま
す
。

人
権
教
育
課
へ
の
改
編

同
和
教
育
室
を
人
権
教
育
課
と
改

称
し
、
学
校
、
地
域
に
お
け
る
同
和

教
育
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
教
育
の

窓
口
と
し
て
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
室
の
所
管
変
え

市
史
編
さ
ん
の
推
進
体
制
が
整
っ

た
こ
と
か
ら
、
文
化
財
課
や
彦
根
城

博
物
館
と
の
連
携
充
実
を
図
り
、
よ

り
い
っ
そ
う
の
事
業
推
進
を
図
る
た

め
、
市
長
部
局
の
総
務
部
か
ら
教
育

委
員
会
事
務
局
へ
所
管
変
え
し
ま
す
。

施
設
の
直
営
化

こ
れ
ま
で
、
管
理
運
営
を
財
団
法

人
に
委
託
し
て
い
た
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
と
働
く
婦
人
の
家
を
市
の
直
営

に
、
同
じ
く
彦
根
城
博
物
館
と
み
ず

ほ
文
化
セ
ン
タ
ー
を
教
育
委
員
会
事

務
局
の
直
営
に
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

人
事
課
☎
◯　22　
１

４
１
１
番
内
線
４
５
５
番

市役所の組織が
市では、社会経済情勢の変化に

伴う新たな行政需要に対応するた

め、組織の見直しを４月１日から

実施します。

一部変わります

大地震でもだいじょうぶ

免震構造で揺れを吸収
大地震に対する備えも重要です。入院や外来患者さ
んなどに対する医療は、地震が襲っても中断できませ
ん。震災のときも病院機能を維持できるよう、免震構
造を採用しました。
免震構造とは、建物の下部に積層ゴムによる免震装
置を設置し、地震の震動エネルギーを吸収するしくみ
です。地面が揺れても、装置のゴムが変形することで
揺れを建物に伝え
にくくします。そ
のため、建物の中
の人や設備の被害
を抑え、病院とし
ての機能を維持す
ることが期待でき
ます。
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本
体
工
事
を
終
え
た
新
市
立
病
院

の
建
物
。
そ
の
建
物
は
ど
ん
な
特
徴

を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

新
病
院
の
建
物
に
は
、
人
と
自
然

が
調
和
し
た
環
境
を
求
め
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
配
慮
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
工
夫

そ
の
一
つ
が
「
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
装
置
」
の
採
用
で
す
。
新
病

院
で
は
、
都
市
ガ
ス
を
使
っ
た
発
電

機
で
、
日
常
的
に
使
う
電
気
の
一
部

を
発
電
し
ま
す
。
そ
の
と
き
に
出
る

熱
を
空
調
や
給
湯
に
使
い
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
無
駄
を
少
な
く
し
ま
す
。

ま
た
、「
蓄
熱
空
調
」
の
採
用
も
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
を
少
な
く
す
る

工
夫
で
す
。
こ
れ
は
、
電
力
需
要
の

少
な
く
な
る
夜
間
の
電
力
を
使
っ
て

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
熱
槽
の
水
や
１

階
ロ
ビ
ー
の
床
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

蓄
え
、
昼
間
の
空
調
や
床
暖
房
に
使

う
も
の
で
す
。

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
工

夫
と
し
て
、「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
」
と
「
太
陽
熱
集
熱
器
」
が
あ
り

ま
す
。
屋
上
に
は
約
１
０
０
㎡
の
発

新病院　建物の概要
所在地　八坂町1882番地
構　造 鉄筋コンクリート
規　模 地下１階、地上８階、塔屋２階

延べ面積　37,721.70㎡
敷地面積　50,245.48㎡
（第２期工事完了時約80,000㎡）

その他 免震構造、屋上ヘリポート

免
震
装
置 

円柱形の積層ゴムで建物を支え、震動を吸収する免震装置

（新市立病院では、167基を設置）

屋
上
に
設
置
さ
れ
た
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル

︵
手
前
の
黒
っ
ぽ
く
見
え
る
パ
ネ
ル
︶
と

太
陽
熱
集
熱
器
︵
奥
の
白
っ
ぽ
く
見
え
る

パ
ネ
ル
︶

コージェネレーション装置

電
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
お
り
、
１
時

間
あ
た
り
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
発
電
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
般

家
庭
な
ら
、
３
戸
程
度
の
電
気
が
ま

か
な
え
る
ほ
ど
の
電
力
量
で
す
。

ま
た
、
太
陽
熱
集
熱
器
は
太
陽
熱

を
利
用
し
て
、
空
調
や
給
湯
の
熱
源

に
す
る
も
の
で
す
。
約
１
７
０
㎡
の

ソ
ー
ラ
ー
集
熱
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
、

一
般
の
家
庭
で
お
風ふ

呂ろ

を
約
40
回
程

度
沸
か
せ
る
ほ
ど
の
熱
量
を
集
め
ま

す
。ほ

か
に
も
、
雨
水
や
雑
用
水
を
処

理
し
、
１
〜
３
階
の
ト
イ
レ
の
洗
浄

水
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
、
環
境
と

の
調
和
に
で
き
る
限
り
配
慮
し
た
建

物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
立
病
院
事
務
局

７
月
１
日
㈪
に
開
院
す
る
新
し
い
市

立
病
院
。
ど
ん
な
施
設
を
備
え
、
ど
ん

な
医
療
を
目
指
す
の
か
、
シ
リ
ー
ズ
で

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

新
病
院
に
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

☎
◯　22　
６
０
５
０
番
内
線
３
３
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
◯　26　
０
７
５
４
番



11 広報ひこね　平成14年４月１日

マイク＆カメラ　市民インタビュー室

次回のこの欄に登場するのは、あなたかも？

身近なニュース、まちの話題などをお知らせください

市情報政策課広報係☎22-1411（内線431）

・・・・・
・・

・・・・・
・・

・・・・・
・・
・

・・・・・
・・

・・・・
・・ ・・・・
・ ・・・・

僕
た
ち
４
回
生
が
卒
業
す
る
に
あ
た
っ

て
、
滋
賀
大
学
写
真
部
の
写
真
展
を
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
き
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル

は
「
墓
標
」。
僕
た
ち
が
こ
こ
に
生
き
た

証あ
か
しと
い
う
意
味
で
す
。
写
真
展
で
は
、
タ

イ
ト
ル
に
ふ
さ
わ
し
く
、
自
分
の
出
し
た

い
も
の
が
全
部
出
せ
た
と
思
い
ま
す
。
後

輩
た
ち
に
も
、
何
か
を
残
せ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

画
面
が
４
つ
に
分
か
れ
た
写
真
は
、
レ

ン
ズ
の
４
つ
あ
る
特
殊
な
カ
メ
ラ
で
撮
り

ま
し
た
。
１
回
ボ
タ
ン
を
押
す
と
４
回
シ

ャ
ッ
タ
ー
が
切
れ
ま
す
。
普
通
に
撮
る
と

同
じ
よ
う
な
画
面
が
並
ぶ
だ
け
な
の
で
、

走
っ
た
り
、
振
り
回
し
た
り
し
て
、
変
化

を
つ
け
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

１
回
生
の
こ
ろ
は
風
景
写
真
ば
か
り
を

撮
っ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
今
は
身

近
な
人
を
気
軽
に
撮
る
方
が
気
に
入
っ
て

い
ま
す
。
大
学
時
代
の
４
年
間
で
、
だ
い

ぶ
写
真
に
「
自
分
」
を
出
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
口
べ
た
な
の
で
、
今
で
は
写

真
が
い
ち
ば
ん
自
分
を
表
現
で
き
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

﹁
写
真
な
ら
、
自
分
が
出
せ
ま
す
﹂

滋
賀
大
学
写
真
部
　
鈴
木
洋よ

う

介す
け

さ
ん
（
古
沢
町
）

▲「雲の形が気に入っています。モ

デルは僕の兄です（鈴木さん）」

「電車を撮ろうと思っていま

したが、運よく標識が入って

くれました（鈴木さん）」

▲

▲４枚レンズの愛機を手に

する鈴木さん

大
洞
弁
財
天
で
住
職
の
説
明
を
聞
く

参
加
者
の
皆
さ
ん

▲

ガ
イ
ド
勉
強
中
の
石
谷
さ
ん

▲

「
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
？
　
彦
根
城
や
玄
宮
園
で
申
し
込
み

の
あ
っ
た
観
光
客
を
案
内
し
た
り
、
市
内
の
主

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
結
ぶ
「
彦
根
ご
城
下
巡
回

バ
ス
」
に
同
乗
し
て
説
明
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
現
在
、
30
人
ほ
ど
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
養
成
す
る
講

座
が
初
め
て
開
か
れ
、
私
も
参
加
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

全
部
で
６
回
の
コ
ー
ス
で
、
彦
根
の
ま
ち
の

始
ま
り
や
彦
根
城
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
す
。
３

月
５
日
は
３
回
目
の
講
座
で
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ

ス
に
乗
っ
て
龍り

ょ
う

潭た
ん

寺
、
大お

お

洞ほ
ら

弁
財
天
、
天て

ん

寧ね
い

寺

な
ど
を
訪
れ
、
住
職
さ
ん
に
説
明
を
聞
い
た
り

し
ま
し
た
。

勤
め
を
退
職
し
た
の
で
、
今
は
時
間
だ
け
は

贅ぜ
い

沢た
く

に
あ
り
ま
す
。
27
年
前
か
ら
彦
根
に
住
ん

で
い
ま
す
が
、
今
で
も
彦
根
が
大
好
き
で
す
。

好
き
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
花
の
生
涯
」
で
、
た
か
女じ

ょ

や
長な

が

野の

主し
ゅ

善ぜ
ん

の

生
き
様
に
感
銘
を
受
け
た
も
の
で
す
。

観
光
で
彦
根
を
訪
れ
た
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
、
彦
根
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
ら
れ
た

ら
楽
し
い
だ
ろ
う
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

﹁
彦
根
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
ま
す
﹂

石い
し

谷た
に

彬あ
き
ら

さ
ん
（
大
藪
町
）

おわびと訂正
「広報ひこね」３月１日号の本欄（７ページ）で紹介
した肥田町郷

まち

づくり委員会の皆さんの写真の説明中、
高瀬俊英さんと青木一雄さんの名前が反対でした。
おわびして訂正します。
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対
象
と
な
る
犬

市
内
で
飼
わ
れ
て

い
る
生
後
91
日
以
上
の
犬

日
程
と
会
場

左
の
表
の
と
お
り

料
　
金

●
既
に
登
録
が
済
ん
で
い
る
犬
３
、２
０
０
円

●
未
登
録
の
犬
　
　
　
　
　

６
、２
０
０
円

※
会
場
は
混
雑
し
ま
す
。
料
金
は
、
釣
り
銭
の

い
ら
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

お
願
い

⑴
既
に
登
録
が
済
ん
で
い
る
犬
の
場
合
は
、
必

ず
　
犬
の
登
録
カ
ー
ド
（
愛
犬
カ
ー
ド
）
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

⑵
未
登
録
の
犬
の
場
合
は
、
飼
い
主
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
犬
の
名
前
と
生
年
月
日
、

オ
ス
・
メ
ス
の
別
を
書
い
た
メ
モ
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

⑶
注
射
す
る
と
き
、
犬
を
押
さ
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
必
ず
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
人

が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

⑷
犬
の
体
を
清
潔
に
し
て
、
連
れ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

⑸
会
場
で
犬
が
ふ
ん
を
し
た
場
合
は
、
飼
い
主

が
責
任
を
持
っ
て
後
始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑹
犬
の
体
調
が
悪
い
場
合
は
、
か
か
り
つ
け

の
獣
医
師
に
相
談
し
て
か
ら
予
防
注
射
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先 健康管理課☎24-0816、FAX☎24-5870

狂犬病ってどんな病気？
ウイルスによって感染する、人間と動物に共通する感染

症です。いったん発症すると治療法がなく、死亡率100％の

恐ろしい病気です。日本では、犬の登録制度、予防注射、

野犬の収容などにより狂犬病の撲滅に成功しています。

どうして予防注射が必要なのでしょう？
現在、狂犬病の撲滅に成功しているのは、日本を含めて

10か国程度です。日本人でも、海外渡航中に犬にかまれて

発症する可能性があります。また、日本に輸入される犬の

９割は、狂犬病が発生している国からのものです。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

注
　
消
防
本
部
の
北
側
道
路
は
、
一
般
車
両
進
入
禁
止
で
す
。 

※この日程以外は、かかりつけの獣医で登録・注射を受けてください。 

時　　間 
９：３０～１１：３０ 
１３：３０～１５：３０ 
９：３０～１１：３０ 
１３：３０～１５：００ 
９：３０～１１：３０ 
１３：３０～１４：３０ 
１０：３０～１１：３０ 
１３：３０～１４：３０ 
１０：００～１１：３０ 
１３：３０～１５：００ 
１０：００～１１：３０ 
１３：３０～１５：００ 
１０：００～１１：３０ 
１３：００～１４：００ 
１４：３０～１５：３０ 
９：３０～１１：３０ 
１３：３０～１４：３０ 
１０：３０～１１：３０ 
１３：３０～１５：００ 
９：３０～１１：３０ 
１３：３０～１５：００ 
９：３０～１１：３０ 
１３：３０～１４：３０ 
９：３０～１１：３０ 
１３：３０～１４：３０ 
１５：３０～１６：３０ 

月　日 

４月
　
８日㈪

４月１０日㈬

４月１２日㈮

４月１５日㈪

４月１７日㈬

４月１９日㈮

４月２２日㈪

４月２４日㈬

４月２６日㈮

４月３０日㈫

５月　１日㈬

５月２４日㈮

会　　　　　場 
中 地 区 公 民 館  
消 防 本 部（裏）西 車 庫 注  
彦 根 保 健 所  
鳥 居 本 地 区 公 民 館  
東 沼 波 会 館  
原 町 西 集 会 所  
南 中 学 校
八 坂 町 民 会 館  
市 役 所（ 北 側 駐 輪 場 付 近 ） 
武 道 場（ 城 東 小 学 校 西 隣 ） 
グ リ ー ン ピ ア ひ こ ね  
城西会館（彦根地方気象台西隣） 
本 庄 町 公 民 館  
新 海 町 公 民 館  
下 岡 部 町 公 民 館  
稲 部 町 公 民 館  
亀 山 出 張 所  
広 野 会 館
福 祉 保 健 セ ン タ ー  
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー  
旭 森 地 区 公 民 館  
河 瀬 出 張 所  
視覚障害者センター（松原一丁目） 
福 祉 保 健 セ ン タ ー  
稲 枝 支 所
グ リ ー ン ピ ア ひ こ ね  

慣
れ
な
い
通
学
（
園
）
路
を
歩

き
始
め
る
子
ど
も
た
ち
を
、
交
通

事
故
の
惨
禍
か
ら
守
り
、
よ
り
よ

い
交
通
社
会
人
を
育
成
し
ま
し
ょ

う
。

運
転
者
は

学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
な
ど

の
近
く
を
通
る
と
き
や
、
子
ど
も

を
見
か
け
た
と
き
は
、
ス
ピ
ー
ド

を
落
と
し
、
安
全
と
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
は

入
学
（
園
）
ま
で
に
、
子
ど
も

と
い
っ
し
ょ
に
通
学
（
園
）
路
を

歩
き
、
安
全
な
歩
き
方
、
信
号
の

意
味
と
見
方
な
ど
に
つ
い
て
具
体

的
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

地
域
・
学
校
で
は

通
学
（
園
）
路
の
交
通
安
全
施

設
や
遊
び
場
な
ど
の
点
検
・
整
備

を
行
い
、
安
全
な
環
境
を
整
え
ま

し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
事
故
防
止

子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け
た

ら
、
そ
の
行
動
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注

意
し
、
徐
行
す
る
な
ど
安
全
と
思

い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

彦
根
市
内
で
平
成
13
年
１
年
間

に
発
生
し
た
交
通
事
故
件
数
は
８

３
１
件
（
過
去
最
多
）
で
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
と
高
校
生
以
下
の

子
ど
も
の
死
者
・
負
傷
者
が
増
え

て
い
ま
す
。「
交
通
安
全
は
家
庭

か
ら
」
を
実
践
し
、
家
族
ぐ
る
み

で
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
マ
ナ
ー
の

向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

②
飲
酒
運
転
な
ど
悪
質
・
危
険
な

運
転
の
追
放

飲
酒
運
転
は
極
め
て
悪
質
な
違

法
行
為
で
す
。「
飲
ん
だ
ら
乗
ら

な
い
」「
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」

を
厳
守
し
ま
し
ょ
う
。

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

自
動
車
乗
車
中
に
事
故
で
亡
く

な
っ
た
人
の
半
数
が
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
助
か
っ

た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

自
動
車
乗
車
中
の
幼
児
が
事
故
に

あ
う
件
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

大
人
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
子
ど

も
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用

を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。
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☎ 26-8601
FAX 26-8602

URL http://longlife.city.hikone.shiga.jp/plaza/

４月の休館日：１㈪・８㈪・15㈪・22㈪・30㈫

４
　
月 

５

　

月 

５

　

　

月 

21日㈰ 15：00～　4月のロビーコンサート 
そよ風のおくりもの 
出演：沙羅ノ木会（さらのきかい）　　　　　　【入場無料】 

19日㈰ 16：00～　5月のロビーコンサート 

北島都也（ソプラノ）・陣内亜紀子（サックス） 
ジョイントコンサートプレ企画ロビーコンサート 

【入場無料】 

12日㈰ 14：00～／18：00～　〈２回公演〉 
宝塚歌劇団宙組（そらぐみ）彦根公演 
　　　演目：ミュージカル『カステル・ミラージュ』
　　　　　　　　　　　　～消えない蜃気楼（しんきろう）～ ほか 
　　　　Ｓ席6,500円　Ａ席5,500円 

【残席わずか】※完売の場合はご容赦ください 
指定 

指定 

ひこね市文化プラザひこね市文化プラザ

7月　7日㈰ 14：00～　ガンバルひこねの音楽家たち Vol.1 
ひこね第九オーケストラ　サマーコンサート 
　　　　1,000円（当日は、500円高） 【4月14日㈰発売開始】 
自由 

7月21日㈰ 14：00～　ファミリー公演 
劇団かかし座「ジャングルブック」 
　　　　ペア3,000円　シングル2,000円 【5月5日㈰発売開始】 

指定 

8月27日㈫ 19：00～　佐渡裕（さど ゆたか）指揮 
シエナウインドオーケストラ演奏会 
　　　　S席4,500円　A席3,500円　B席2,500円 【4月28日㈰発売開始】 

指定 

9月10日㈫ 19：00～　佐渡裕指揮 
京都市交響楽団演奏会 
　　　　S席5,500円　A席4,500円　B席3,500円 【4月28日㈰発売開始】 

☎ 23-2293
FAX 23-2294

４月の休館日：２㈫・９㈫・16㈫・23㈫・30㈫

市民体育センター市民体育センター

21日㈰　13：30～16：30 
フレッシュスポーツデー 
☆だれでもできるニュースポーツを紹介します。気軽
に参加してお楽しみください。 
※運動のできる服装と体育館シューズをご持参ください。 

☆予定種目： 
　　ダブルダッチ 
　　キンボール（写真） 
　　ティーボール 
　　ソフトバレーボール 
☆参加費：小学生以上１人200
円（当日、受付でお支払いく
ださい） 

４

　

　

月 

６

月

以

降 

☎ 28-3645
FAX 28-3645

４月の休館日：１㈪・８㈪・15㈪・22㈪・30㈫

子どもセンター子どもセンター

14日㈰ 13：30～　（受付は、13：00～）　　　【参加無料】 
子どもわいわい広場「工作・花とムシさん」 
☆対象・定員：幼児～小学生　20人（先着順） 
※小学校低学年までは保護者の同伴が必要です。 

27日㈯ 13：30～　（受付は、13：00～）　　　【参加無料】 
子どもわいわい広場「荒神山さんぽ」 
☆対象・定員：幼児～小学生　20人（先着順） 
※小学校低学年までは保護者の同伴が必要です。 

４

　

月 

み や じんのうち

　4日（休） 　9：00～15：00　〈雨天でも実施します〉【参加無料】 

「子どもフェスティバル」
☆今年も、アイデアあ 
ふれる楽しい内容が
満載！！ 恵まれた自
然環境のもと、日ご
ろ体験できないよう
なイベントを繰り広
げます。ご家族そろ
ってどうぞ。 

※駐車場、周辺道路の混雑緩和のため、お近くの皆さんは

自転車で、遠方の皆さんは自動車乗り合わせでのご来場

にご協力ください。

森永卓郎さん 中野良子さん 松原英多さん 江戸屋小猫さん北大路欣也さん

※佐渡裕指揮の上記２公演のＳ席を、チケットセンター

で同時に購入いただくと10％割引になります。詳し

くは同センターへ。

文体振だより
財団法人　彦根市文化体育振興事業団

事務局（市民会館内）☎23-7810・FAX22-3015

受講料 5,000円（５講座通し券）
【４月14日㈰発売開始】

定　員 1,400人（先着順）
会　場 ひこね市文化プラザグランドホール
開講時間 毎回 13：30～
※手話通訳、要約筆記があります。
※テーマは変更になることがあります。
問い合わせ先 ひこね市文化プラザ
チケットセンター☎27-5200

月　日
６月１５日㈯
７月１３日㈯
８月１７日㈯
９月 ７日㈯
１０月 ５日㈯

講　　　師
俳　優　北

きた

大
おお

路
じ

欣
きん

也
や

さん

経済アナリスト　森
もり

永
なが

卓
たく

郎
ろう

さん

女　優　中
なか

野
の

良
りょう

子
こ

さん

医学博士　松
まつ

原
ばら

英
えい

多
た

さん

タレント　江
え

戸
ど

屋
や

小
こ

猫
ねこ

さん

テ　ー　マ
私の役者人生

構造改革と日本経済の展望
人と人、心と心のふれあいの旅
知っているようで知らない健康の常識

自然のなかの私たち

歴史の証人たち
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午　前 

9：00～12：30 
 

2,800円 

 
時間区分 

 
使用区分 
 
 多目的ホール 
（軽運動利用） 

午　後 

12：30～17：00 
 

3,700円 

夜　間 

17：00～21：00 
 

3,700円 

午前・午後 

9：00～17：00 
 

5,800円 

午後・夜間 

12：30～21：00 
 

6,700円 

全　日 

9：00～21：00 
 

8,200円 

時間区分

利 用 料｝を
　　　変更します

10月１日㈫から、利用時間区分お
よび多目的ホール（軽運動利用）の
利用料を下のとおり変更します。
利用の申し込みは６か月前から受
け付けていますので、４月１日以降
に利用の申し込みをする人はご注意
ください。

なお、時間区分の変更は、利用し
ていただきやすくするため、午前の
終了を30分繰り下げ、午後の開始を
30分繰り上げるもので、会議室など
他の施設にも適用されます。
問い合わせ先 ひこね燦ぱれす☎26-
7272、FAX26-7377

絹け
ん

本ぽ
ん

著ち
ゃ
く

色し
ょ
く

阿あ

弥み

陀だ

来ら
い

迎ご
う

図ず

︵
鎌
倉
時
代
︶

所
在
地
　
城
町
二
丁
目

浄
土
に
往お

う

生じ
ょ
う

し
よ
う
と
願
う
人
を
仏
が
迎
え
に
来
る
こ

と
を
「
来
迎
」
と
い
い
、
来
迎
の
あ
り
さ
ま
を
描
い
た
絵

画
を
「
来
迎
図
」
と
い
い
ま
す
。
平
安
時
代
中
期
以
降
、

浄
土
教
信
仰
の
隆
盛
に
伴
っ
て
盛
ん
に
描
か
れ
ま
し
た
。

�¢えん
常じ

ょ
う

寺じ

の
阿
弥
陀
来
迎
図
は
、
要
所
に
切き

り

金が
ね

を
用
い

た
華
や
か
な
作
例
で
、
裏
に
元
禄
10
年
（
１
６
９
７
）
の
修

理
銘
、
慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）
の
寄
進
銘
、
箱
書
に
は
元

文
２
年
（
１
７
３
７
）
の
年
記
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
絵
画
は
、
昭
和
56
年
に
市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

昨
年
12
月
か
ら
進
め
て
き
ま
し

た
Ｊ
Ｒ
南
彦
根
駅
を
「
人
に
や
さ

し
い
駅
」
に
す
る
工
事
が
こ
の
ほ

ど
完
成
し
、
３
月
27
日
か
ら
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

完
成
し
た
の
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
４
基
（
東
西
両
駅
前
広
場
か
ら

駅
舎
へ
そ
れ
ぞ
れ
１
基
、
駅
舎
内

コ
ン
コ
ー
ス
か
ら
上
り
下
り
各
ホ

ー
ム
へ
そ
れ
ぞ
れ
１
基
）
と
車
い

す
対
応
多
目
的
ト
イ
レ
で
す
。
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
は
い
ず
れ
も
11
人
乗

り
で
、
車
い
す
対
応
で
す
。

工
事
中
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
市
で
は
、
今
後

も
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
☎
◯　22　

１
４
１
１
番
内
線
４
１
６
番

市
と
近
江
鉄
道
㈱
で
は
、
協
力
し
て
昨
年

11
月
か
ら
高
宮
駅
の
改
築
工
事
を
進
め
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
３
月
29
日

か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
駅
舎
は
、
旧
宿
場
町
「
高
宮
」
の

風
情
に
合
う
よ
う
デ
ザ
イ
ン
上
の
配
慮
を
す

る
と
と
も
に
、
入
口
な
ど
は
近
代
的
に
仕
上

げ
、
新
旧
の
調
和
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

機
能
的
に
は
、
駅
舎
と
し
て
の
事
務
室
な

ど
の
ほ
か
、
待
合
い
兼
観
光
物
産
案
内
室
と

し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
、
絵
画
な
ど

の
作
品
を
展
示
で
き
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
を

併
設
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
駐
輪
場
も
40
台

分
増
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
車
い
す
に
も
対
応
し
た
ト
イ
レ
に

は
男
女
と
も
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
を
設
置
す
る
な

ど
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
使
い
や
す
さ
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
☎
◯　22　
１
４
１
１

番
内
線
４
１
６
番
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　応援します 

市民の文化活動
　応援します 

市民の文化活動
市
で
は
、
市
民
の
文
化
活
動
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
市
内
の
文
化
団

体
が
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
団
体

市
内
に
本
拠
地
を

置
く
文
化
団
体

補
助
対
象
事
業

市
内
で
文
化
団
体

が
自
ら
主
催
し
て
日
ご
ろ
の
活
動

の
成
果
を
広
く
市
民
に
発
表
、
公

開
す
る
事
業
で
、
補
助
対
象
経
費

が
５
万
円
以
上
の
も
の（
た
だ
し
、

他
の
補
助
金
を
受
け
て
い
る
団
体

は
除
き
ま
す
。）

※
対
象
と
な
る
文
化
活
動
の
範
囲
や

補
助
対
象
経
費
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
年
度
ご
と
に
１
団
体
に
つ
き
１
事

業
に
限
り
ま
す
。

※
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
、
特
定

の
団
体
の
宣
伝
を
目
的
と
す
る
事

業
、
政
治
的
・
宗
教
的
な
宣
伝
意

図
を
持
つ
事
業
な
ど
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

補
助
金
の
額

補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内
で
、
５
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

申
請
方
法

６
月
28
日
㈮
ま
で
に
、

所
定
の
補
助
金
希
望
調
書
（

教

育
委
員
会
事
務
局〈
市
民
会
館
２
階
〉、

各
地
区
公
民
館
、
市
役
所
１
階
受

付
、
支
所
・
各
出
張
所
、
市
立
図

書
館
、
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
学

習
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
あ
り
ま
す
。）

に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
交
付
ま
で

提
出
さ
れ
た

書
類
に
つ
い
て
審
査
し
、
補
助
金

を
交
付
す
る
団
体
お
よ
び
金
額
を

内
定
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
通

知
し
ま
す
。
補
助
金
の
交
付
は
、

事
業
の
実
績
報
告
書
が
提
出
さ
れ

た
後
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
☎
◯　24　
７
９
７
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
☎
◯　 23　
９
１
９
０
番

博物館だより

開催中（4月9日㈫まで）

「彦根藩の砲
ほう

術
じゅつ

」

4月12日㈮～5月 7日㈫

「井伊家伝来の茶道具－炭
すみ

道
どう

具
ぐ

－」
☆炭

すみ

斗
とり

・羽
は

箒
ぼうき

・火
ひ

箸
ばし

など炭
すみ

手
で

前
まえ

の際に用いる道具を展示します。

第30回

彦根城能
5月18日㈯ 13：00～

凛
りん

とした空間の中で、冴
さ

えわた
る妙技をお楽しみください。

演目・出演
観世流　能「千

せん

手
じゅ

郢
えい

曲
きょく

の舞
まい

」
梅
うめ

若
わか

吉
きち

之
の

丞
じょう

、梅若善
よし

高
たか

ほか

大蔵流　狂言「佐
さ

渡
ど

狐
ぎつね

」
茂
しげ

山
やま

千
せん

之
の

丞
じょう

ほか

観世流　能「野
の

守
もり

黒
くろ

頭
がしら

」
梅若猶

なお

義
よし

ほか

指定 A席5,000円 B席4,500円
【4月18日㈭発売開始】

第29回彦根城能から

開館時間 9：00～17：00（入館は16：30まで）
休 館 日 7月15日～同19日、12月25日～同31日
※このほか、展示替えのため一部展示室が休室のことがあります。

観 覧 料 常設展料金　　 （ ）内は30人以上の団体料金
一　　　般　…　500円（450円）
小・中学生　…　250円（170円）

テ
ー
マ
展

4月10日㈬～5月 6日（月・振）

国宝　彦根屏
びょう

風
ぶ

☆年に１度の公開です。どうぞ
お見逃しなく。

4月12日㈮～5月 7日㈫

月
つき

次
なみ

茶
ちゃ

器
き

（12ヶ月棗
なつめ

）、大名物
おおめいぶつ

宮
みや

王
おう

肩
かた

衝
つき

茶
ちゃ

入
いれ

常
設
展
か
ら

13日㈯ 14：00～
ギャラリートーク・テーマ展「井伊家伝来の茶道具－炭道具－」

本館学芸員　谷口　徹（たにぐち とおる）

27日㈯ 9：00～11：30（受付時間）
新企画「子ども歴史相談室」
☆彦根の歴史について知りたいことを、博物館の学芸員といっ
しょに調べましょう。（事前の申し込みは不要です。）

27日㈯ 14：00～
講座「湖東焼の経営」 本館学芸員　谷口　徹（たにぐち とおる）

４
月
の
催
し

観覧料が
必要です

聴講無料

参加無料

国
宝
彦
根
屏
風
︵
部
分
︶

赤
あか

楽
らく

灰
はい

器
き
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る
中
国
か
ら
請し

ょ
う

来ら
い

し
た
唐か

ら

物も
の

と
称
さ
れ
る
作
品

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
茶
道
具
は
、
日
用
品

を
昇
華
さ
せ
て
茶
の
湯
の
世
界
に
取
り
込
ん
で

い
る
の
で
す
。

で
も
炭
道
具
は
、
茶
道
具
の
中
で
は
あ
く
ま

で
脇
役
。
茶
会
で
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
色
彩
的
に
も
地
味
な
も
の
が

主
体
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
い
て
キ
ラ
リ
と

光
る
優
品
が
潜
ん
で
い
る
も
の
で
す
。
ま
る
で

映
画
や
ド
ラ
マ
の
名
脇
役
の
よ
う
に
。
名
脇
役

の
存
在
に
よ
っ
て
茶
会
は
重
厚
味
を
帯
び
、
主

役
が
ま
す
ま
す
引
き
立
つ
の
で
す
。
時
に
は
、

日
ご
ろ
あ
ま
り
気
に
留
め
る
こ
と
の
な
い
茶
道

具
の
名
脇
役
た
ち
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

き
っ
と
新
し
い
発
見
が
あ
る
は
ず
で
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員
　
谷
口
　
徹と

お
る

）

※
各
種
の
炭
道
具
は
、
彦
根
城
博
物
館
テ
ー

マ
展
﹁
井
伊
家
伝
来
の
茶
道
具-

炭
道

具-

﹂
で
、
４
月
12
日
㈮
か
ら
５
月
７
日

㈫
ま
で
ま
と
め
て
展
示
し
ま
す
。

茶
の
湯
の
名
脇
役

‐
炭
道
具

茶
の
湯
の
世
界
が
も
っ
と
も
基
本
と
す
る
こ

と
、
そ
れ
は
一
服
の
お
い
し
い
お
茶
の
た
て
方

に
尽
き
ま
す
。
茶
の
湯
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
流
派

が
あ
っ
て
、
作
法
は
若
干
異
な
り
ま
す
が
、
お

い
し
い
お
茶
を
追
求
す
る
姿
勢
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

お
い
し
い
お
茶
を
た
て
て
客
に
提
供
す
る
た

め
に
は
、
お
茶
の
味
を
引
き
立
て
る
湯
か
げ
ん

が
大
事
で
す
。「
茶
の
湯
」
と
い
う
言
葉
は
、

そ
の
世
界
に
お
い
て
、「
茶
」
と
「
湯
」
の
調

和
が
い
か
に
大
切
な
も
の
で
あ
る
か
を
端
的
に

示
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
お
い
し
い
お
茶
を
た
て
る
た
め

に
、
湯
か
げ
ん
に
気
を
配
る
こ
と
に
な
る
わ
け

で
す
が
、
茶
の
湯
で
は
こ
れ
を
湯ゆ

相あ
い

と
称
し
ま

す
。
こ
の
湯
相
を
最
良
に
維
持
す
る
た
め
に
、

湯
を
沸
か
す
火
か
げ
ん
、
つ
ま
り
火ひ

相あ
い

が
重
要

と
な
る
わ
け
で
す
。
こ
の
火
相
を
調
整
す
る
作

法
が
炭
手
前
で
す
。
炭
火
は
ガ
ス
や
電
気
な
ど

と
違
っ
て
火
力
が
一
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
火
の

つ
き
始
め
は
青
白
く
、次
い
で
真
っ
赤
に
な
り
、

や
が
て
外
側
か
ら
し
だ
い
に
灰
に
変
化
し
て
い

き
ま
す
。こ
う
し
た
炭
火
の
特
質
を
理
解
し
て
、

お
い
し
い
お
茶
を
た
て
る
た
め
に
最
良
の
火
相

を
保
つ
こ
と
は
、
簡
単
な
よ
う
で
意
外
に
む
ず

か
し
い
も
の
で
す
。

こ
の
炭
手
前
で
は
た
く
さ
ん
の
道
具
を
使
用

し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
道
具
を
一
括
し
て
炭
道
具

と
言
い
ま
す
が
、
炭
道
具
は
炭す

み

斗と
り

・
羽は

箒ぼ
う
き

・
火ひ

箸ば
し

・
鐶か

ん

・
釜か

ま

敷し
き

・
灰は

い

器き

・
灰は

い

匙さ
じ

な
ど
、
そ
の

種
類
は
豊
富
で
す
。
火
箸
は
分
か
る
け
れ
ど
、

そ
れ
以
外
は
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
も
の
ば
か

り
。
で
も
一
見
す
れ
ば
、
名
前
は
知
ら
な
く
と

も
用
途
を
推
測
で
き
る
も
の
が
あ
る
は
ず
で

す
。
近
年
ま
で
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
使
わ

れ
て
き
た
も
の
が
、
か
な
り
あ
る
か
ら
で
す
。

茶
の
湯
の
世
界
が
、
日
用
品
を
ず
い
ぶ
ん
取
り

込
ん
で
い
る
こ
と
が
、
お
分
か
り
い
た
だ
け
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

炭
斗
は
炭
を
入
れ
る
容
器
。
火
鉢
を
使
っ
て

い
た
こ
ろ
に
は
よ
く
見
か
け
ま
し
た
。
同
様
に

灰
器
は
灰
を
入
れ
る
容
器
。
釜
敷
は
釜
の
下
に

敷
く
敷
物
で
す
。
今
で
も
薬や

缶か
ん

な
ど
の
下
に
敷

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
日
用
品
と
比
べ
る
と
茶
の
湯
で

用
い
る
炭
道
具
は
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て
い
ま
す
。

吟
味
さ
れ
た
素
材
を
用
い
て
、
た
い
へ
ん
丁
寧

に
セ
ン
ス
良
く
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
は
る
ば

第68回

写
真
右：

唐か
ら

物も
の

六ろ
っ

角か
く

炭す
み

斗と
り

︵
炭
を
入
れ
る
中
国
製

の
六
角
形
を
し
た
容
器
、
彦
根
城
博
物
館
蔵
︶

写
真
左：

青せ
い

鸞ら
ん

羽は

箒
ぼ
う
き

︵
青
鸞
と
い
う
鳥
の
羽
で
作

っ
た
箒
、
彦
根
城
博
物
館
蔵
︶
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 野 菜 栽 培 講 座  

果 樹 庭 木 盆 栽 教 室  

園 芸（ 花 づ く り ）教 室  

農 産 物 加 工 教 室  

ア グ リ 料 理 教 室  

菊 講 座  

 ６回 

９回 

10回 

９回 

９回 

７回 

 15人 

25人 

30人 

30人 

30人 

30人 

 １,２００円 

１,８００円 

２,０００円 

１,８００円 

１,８００円 

１,４００円 

 ５００円 

３,０００円 

４,０００円 

５,０００円 

５,０００円 

２,５００円 

 13：30～15：30 

9：30～12：00 

9：30～12：00 

13：30～15：30 

10：00～13：00 

9：30～1 1：30

講　座　名 

野菜栽培の種まきから収穫ま
での基礎技術を学ぶ 
果樹の施肥、摘果、庭木・盆栽
の剪定などの技術を学ぶ 
花の栽培管理技術を学び、実
際に各種草花を栽培する 
農産物の有効利用を図るため
の各種加工技術を実習する 
米飯を主に、旬の野菜などを
素材とした調理を実習する 
土づくり、苗の育て方から開
花までの栽培技術を学ぶ 

内　　　容 

5月16日㈭～ 
10月10日㈭ 

5月10日㈮～ 
平成15年３月14日㈮ 

5月７日㈫～ 
平成15年３月３日㈪ 

6月11日㈫～ 
平成15年３月11日㈫ 

5月９日㈭～ 
平成15年２月６日㈭ 

5月１日㈬～ 
12月11日㈬

期　　　間 回数 時　間 教材費 受講料 定員 

しゅん

申込方法　直接グリーンピアひこね窓口へど
うぞ。電話での申し込みはできません。 
申込受付期間　4月2日㈫～同19日㈮（土・
日曜日は除く）の8：45～17：00 
費用負担　受付期間中に、上記受講料、教材

費をお支払いいただきます。 
受講者の決定　各講座とも先着順に受け付け、
定員になりしだい締め切ります。 
※定員に満たない講座は、開講しない場合が
あります。 

申込・問い合わせ先　グリーンピアひこね（清崎町） 
　　　　　　　　　　☎25-3909グリーンピアひこね自主講座 

せん てい

働く婦人の家 の講座 
申込・問い合わせ先 
　働く婦人の家☎24-3529

受講資格　市内に在住・在勤の人（学生は
除く） 
※ジャズダンス、エアロビクス、着付けの
各講座に限り、女性のみを対象にします。 
申込方法　申込書（用紙は、働く婦人の家だけ
でなく、市役所１階受付、支所・各出張所、各

地区公民館、ひこね燦ぱれすにもあります）に
より、直接働く婦人の家へ申し込んでく
ださい。 
※電話、郵便による申し込みはできません。 
申込受付期間　４月１日㈪～同10日㈬（土・
日曜日は除く）の9：00～21：00 
費用負担　受講料のほかに、別途教材費が
必要な講座もあります。 
受講者の決定　受講希望者が定員を超えた
場合は、抽選で受講者を決めます。（４
月15日㈪ 14：00から、働く婦人の家玄関
ロビーで公開抽選を行います。） 

託児　受講時間中、２歳以上就学前までの
お子さんをお預かりすることができます。
受講申込時に併せて申し込んでください。
ただし、希望者が多数の場合、お断わり
することがあります。また、夜間の講座
では、託児はできません。 
※託児するお子さん以外は、施設内に入る
ことはできません。 *保育サービス講習会は、開講前に別途申込受付を行います。 

パソコン「エクセル」 

楽しいクッキング 

パ ッ チ ワ ー ク  

卓 球  

リフォーム洋裁 

押 し 花 教 室  

ジ ャ ズ ダ ン ス  

英 会 話 入 門  

ハンギング等寄せ植え教室 

パソコン「ワード」 

テ ニ ス  

茶 道（裏千家） 

気 功 体 操  

着 付 け  

エ ア ロ ビ ク ス  

ヨ ガ  

料 理 と お 菓 子  

社 交 ダ ン ス  
*保育サービス講習会 

５月２０日～１０月 

５月　７日～１２月 

５月　８日～１２月 

５月　９日～１１月 

５月１０日～１１月 

５月２１日～１２月 

５月　８日～１１月 

５月　８日～１０月 

５月３０日～１２月 

５月２３日～１０月 

５月　９日～１２月 

５月　９日～　１月 

５月１０日～１１月 

５月　７日～　１月 

５月　７日～１１月 

５月　９日～１１月 

５月１０日～１１月 

５月１０日～１１月 

４,０００円 

４,０００円 

３,０００円 

４,０００円 

４,０００円 

１,２００円 

４,０００円 

３,０００円 

１,２００円 

４,０００円 

４,０００円 

５,０００円 

４,０００円 

５,０００円 

４,０００円 

４,０００円 

４,０００円 

４,０００円 

無　料 

月 

火

水

木

金 

火 

水 

水 

木 

木 

木 

木 

㈮ 

火 

火 

木 

金 

金 

２０回 

２０回 

１５回 

２０回 

２０回 

６回 

２０回 

１５回 

６回 

２０回 

２０回 

２５回 

２０回 

２５回 

２０回 

２０回 

２０回 

２０回 

１６人 

２０人 

１５人 

２０人 

２０人 

１５人 

３５人 

２０人 

２０人 

１６人 

１５人 

１５人 

３５人 

２０人 

３５人 

２０人 

１８人 

４５人 

３０人 未　定（10日間に25時間） 

講　座　名 開講期間  曜日 回数 時　　間 定員 受講料（全期分） 

10：00～12：00

14：00～16：00

18：30～20：30

9：00～17：00

さん

募　集

苗木プレゼント
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「
身
近
な
生
き
物
」
調
査
員

〈
調
査
内
容
〉ふ
だ
ん
の
生
活
で
見
か

け
た
生
き
物
を
報
告
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
余
裕
が
あ
れ
ば
近
く

の
山
や
林
な
ど
自
然
の
あ
る
と
こ
ろ

に
出
か
け
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

調
査
開
始
前
に
テ
キ
ス
ト
を
配
っ
て

説
明
し
ま
す
〈
調
査
期
間
〉申
込
時

〜
平
成
15
年
３
月
31
日
〈
応
募
資

格
〉市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

小
学
校
４
年
生
以
上
の
人
〈
募
集

期
間
〉４
月
５
日
㈮
〜
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉
快
適
環
境
づ
く
り
を

す
す
め
る
会
事
務
局
（

生
活
環
境
課

内
）
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
１
２
９
番

自
然
環
境
調
査
員

〈
調
査
内
容
〉彦
根
市
の
自
然
の
現
状

や
生
態
系
を
調
査
し
ま
す
。
専
門
家

に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
の
調
査
で

す
か
ら
、
専
門
知
識
の
な
い
人
も
大

歓
迎
で
す
　
※
植
物
・
昆
虫
・
魚
類

・
動
物
（
ほ
乳
類
）・
鳥
類
の
５
分
野

か
ら
希
望
の
分
野
を
選
ん
で
調
査
し

て
い
た
だ
き
ま
す
（
複
数
選
択
可
）

〈
調
査
期
間
〉４
月
１
日
〜
平
成
15
年

３
月
31
日
〈
応
募
資
格
〉市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
16
歳
以
上
の
人

〈
定
員
〉各
分
野
ご
と
に
５
人
程
度

〈
募
集
期
間
〉４
月
５
日
㈮
〜
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
快
適
環
境
づ

く
り
を
す
す
め
る
会
事
務
局
（

生

活
環
境
課
内
）
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線

１
２
９
番

ひ
こ
ね
エ
コ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

〈
趣
旨
〉次
代
を
担
う
小
・
中
学
生
が

環
境
に
や
さ
し
い
も
の
の
見
方
、
考

え
方
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
ク
ラ
ブ

で
す
〈
活
動
期
間
〉５
月
〜
平
成
15

年
３
月
（
毎
月
１
回
程
度
、
土
曜
日

ま
た
は
日
曜
日
）
〈
活
動
内
容
〉リ

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
見
学
、

野
外
学
習
・
調
査
、
自
然
観
察
な
ど

を
通
じ
て
、
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま

す
〈
対
象
・
定
員
〉市
内
の
小
学
校

４
年
生
〜
中
学
生
30
人
（
先
着
順
）

〈
参
加
費
〉１
人
２
、０
０
０
円
〈
申

込
期
間
〉４
月
５
日
㈮
〜
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
生
活
環
境
課
☎

◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
１
２
９
番

バ
ラ
園
管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〈
期
間
〉５
月
〜
平
成
15
年
３
月

〈
場
所
〉庄
堺
公
園
（
開
出
今
町
）
〈
内

容
〉毎
月
２
〜
３
回
（
平
日
）
の
講

習
会
を
受
講
し
、
バ
ラ
園
の
一
部
を

世
話
（
剪せ

ん

定て
い

、
薬
剤
散
布
、
草
刈
り

な
ど
）
し
て
い
た
だ
き
ま
す
　
※
用

具
な
ど
は
参
加
者
の
負
担
と
な
り
ま

す
〈
対
象
〉市
内
に
在
住
で
、
指
定

し
た
講
習
会
に
必
ず
参
加
で
き
る
人

〈
定
員
〉10
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
し
、
当
選
者
に
の
み
連
絡
し

ま
す
）
〈
申
込
期
限
〉４
月
12
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）
〈
申
込
方
法
・

問
い
合
わ
せ
先
〉は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、「
バ
ラ

園
管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
」
と
書

い
て

都
市
計
画
課

公
園
緑
地
係
（
〒
５

２
２-

８
５
０
１
）
☎

◯　22　
１
４
１
１
番
内
線

２
６
０
番
へ

ア
グ
リ
体
験
（
田
植
え
）

〈
趣
旨
〉米
づ
く
り
体
験
を
通
し
て
農

業
を
知
ろ
う
〈
日
時
〉５
月
６
日

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分
〈
内

容
〉田
植
え
、
野
菜
栽
培
の
見
学
や

試
食
会
を
通
し
て
農
家
と
交
流
し
ま

す
〈
場
所
〉グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね

（
清
崎
町
）
付
近
の
水
田
〈
対
象
〉市

内
に
在
住
の
人
〈
定
員
〉35
人
（
先

着
順
）
〈
参
加
費
〉
１
人
１
、０
０

０
円
（
小
学
生
以
上
）
〈
申
込
期
間
〉

４
月
２
日
㈫
〜
同
23
日
㈫
（
土
・
日

曜
日
は
除
く
）
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
☎
◯　25　

３
９
０
９
番

危
険
物
取
扱
者
試
験

〈
日
時
〉６
月
16
日
㈰
午
前
９
時
30
分

〜
同
11
時
30
分
〈
場
所
〉滋
賀
県
立

大
学
（
八
坂
町
）
〈
試
験
の
種
類
〉甲

種
・
乙
種
全
類
・
丙
種
　
〈
願
書
受

付
期
間
〉４
月
16
日
㈫
〜
同
19
日
㈮

の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
郵
送
の

場
合
は
４
月
16
日
㈫
の
消
印
有
効
）

〈
願
書
受
付
場
所
〉
㈶
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
滋
賀
県
支
部
（
大
津
市
京
町

三
丁
目
　
滋
賀
会
館
北
館
３
階
）
☎
０
７

７-

５
２
５-

２
９
７
７
番
〈
予
備

講
習
会
〉
消
防
本
部
で
は
、
こ
の

試
験
の
う
ち
乙
種
第
４
類
受
験
者
を

対
象
に
し
た
予
備
講
習
会
を
５
月
に

行
う
予
定
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、

同
本
部
予
防
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉同
課

☎
◯　22　
０
３
３
２
番

市立病院臨時職員募集
職　　種 看護師または助産師、看護助手
募集人員 それぞれ若干人（パート可）
受付期間 随時
必要な書類 自筆履歴書、

看護婦等免許証の写し（看護助手は不要）
応募・問い合わせ先 市立病院看護部

☎22-6050（内線340）

４
月
29
日
㈷
に
庄
堺
公

園
（
開
出
今
町
）
で
開
催
す

る
「
春
の
緑
化
フ
ェ
ア
」

会
場
で
、
た
ち
ば
な
の
苗

木
１
本
を
２
０
０
人
に
無

料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

希
望
者
は
、
往
復
は
が
き
往
信
の
裏
に
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・「
た
ち
ば
な
希
望
」
と
、
返

信
の
表
に
も
住
所
・
氏
名
を
書
い
て
、
４
月
12
日
㈮
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
公
園
緑
地
係

（
〒
５
２
２-

８
５
０
１
）
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
２
６
０
番

募　集
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※いずれも無料です。 相　談
???

募　集
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

天
文
ク
ラ
ブ
会
員

〈
活
動
内
容
〉年
間
を
通
し
て
天
文
関
係
の
情
報
提
供
、
学

習
会
、
天
体
観
望
な
ど
を
行
い
、
天
文
に
関
す
る
知
識
や

技
能
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
写
真
加
工
技
術
な
ど
を
習
得
し

ま
す
〈
対
象
〉小
学
校
４
年
生
〜
中
学
生
〈
定
員
〉10
人

（
先
着
順
）
〈
年
会
費
〉３
、０
０
０
円
〈
申
込
期
間
〉４

月
２
日
㈫
〜
５
月
12
日
㈰
（
４
月
８
日
㈪
、
同
15
日
㈪
、

同
22
日
㈪
、
同
30
日
㈫
、
５
月
７
日
㈫
〜
９
日
㈭
は
除
く
）

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

め
切
り
ま
す
）
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉子
ど
も
セ
ン

タ
ー
☎
◯　28　

３
６
４
５
番
　

※
電
話
に
よ
る
受
付
も
で
き
ま
す

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
望
遠
鏡
講
習

「
使
っ
て
み
た
い
な
望
遠
鏡
！

眠
れ
る
家
の
望
遠
鏡
救
出
大
作
戦
」

〈
内
容
〉天
体
望
遠
鏡
を
持

っ
て
い
て
も
使
え
な
い
人
、

こ
れ
か
ら
使
っ
て
み
た
い

人
々
を
対
象
に
、
天
体
望

遠
鏡
の
使
い
方
を
講
習
し
、

天
体
や
宇
宙
へ
の
興
味
・

関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き
ま
す
〈
対
象
〉小
・
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
　
※
望
遠
鏡
を
お
持
ち
で
な
い
人
も
参
加
で

き
ま
す
〈
定
員
〉20
組
（
先
着
順
）
〈
参
加
費
〉１
組
１
、

０
０
０
円
〈
申
込
期
間
〉４
月
２
日
㈫
〜
５
月
12
日
㈰

（
４
月
８
日
㈪
、
同
15
日
㈪
、
同
22
日
㈪
、
同
30
日
㈫
、

５
月
７
日
㈫
〜
９
日
㈭
は
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）
〈
申
込

方
法
〉参
加
費
を
添
え
て
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
〈
問

い
合
わ
せ
先
〉同
セ
ン
タ
ー
☎
◯　28　

３
６
４
５
番

※
電
話
に
よ
る
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
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　 講 座 名 　  

料 理  

　 　  松月堂古流 
　 　 池 坊  

　 　 翠 香 流  
茶 　 　 道 　表 千 家 流  

パ ソ コ ン
　初 　 　 級  

　 　 　 　 　中 　 　 級  

陶 芸  

ゴ ル フ  

パンフラワー（ねんどクラフト） 

手 編 み  

ジ ャ ズ ダ ン ス  

ペ ン 習 字  

英 会 話  

華　　　道 
すい　　こう　　りゅう

しょうげつどうこりゅう

曜日 

火・木 

月 

火 

水 

木 

火 

木 

月 

木 

金 

金 

火 

木 

水 

教材費（月額）  

各　2,500円 

3,000円 

3,000円 

3,000円 

1 ,500円 

1 ,500円 

　1 ,500円 

2,500円 

2,000円 

2,000円 

全期 4,000円 

 〃   2,000円 

 〃   2,000円 

 〃   4,000円 

定 員 

各24人 

20人 

20人 

20人 

15人 

16人 

16人 

20人 

15人 

20人 

15人 

15人 

15人 

15人 

回 数 

各15回 

15回 

15回 

15回 

15回 

15回 

15回 

15回 

15回 

15回 

15回 

15回 

15回

15回 

　 ク　ラ　ブ　名      

テ ニ ス  

七 宝 焼  

バ レ ー ボ ー ル  

バ ド ミ ン ト ン  

卓 球  

曜日 

月～金 

火 

水 

木 

金 

定 員  

50人 

1 0人 

30人 

30人 

30人 

教 養 講 座  

クラブ 活動  

※開講時間は、18：30～20：30

※活動時間は、18：30～20：30

開設期間　５月～９月（５か月間） 
利用資格　市内に在住・在勤の勤労青少年 
　　　　　（おおむね30歳まで） 
申込期間　４月８日㈪～同19日㈮（土・日曜日は除く）の 
　　　　　　9：00～20：30 
申込・問い合わせ先 
　　　　　勤労青少年ホーム（平田町）☎22-8153

申込方法　所定の申込書に必要事項を書いて、次の料金を
添えて勤労青少年ホームへ。 
　◆受 講 料：１講座につき3,000円（前期分） 
　◆教 材 費：２か月分または全期分 
　◆保 険 料：災害補償保険料500円（年額） 
　◆会　　費：利用者の会会費1,000円（年額） 
　◆クラブ費：１クラブにつき500円（前期分） 
※電話、郵便による申し込みはできません。 
※各講座とも、申込者多数の場合は抽選します。 
　（募集定員に満たない場合は、申込期間終了後も） 　　受け付けます。 
※申込者が少ない場合は、開講しないことがあります。 

ひ
こ
ね
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
夢
畑
」
出
店
者

〈
日
時
〉４
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
　
※
雨
天
の
と
き
は
中
止

〈
場
所
〉大
手
前
公
園
（
金
亀
町
＝
旧
近

江
高
校
跡
地
）
〈
出
店
物
〉飲
食
物
以

外
　
※
合
成
洗
剤
な
ど
の
出
品
お
よ

び
営
利
を
目
的
と
し
た
出
店
は
不
可

〈
出
品
料
〉１
区
画
に
つ
き
３
０
０
円

〈
申
込
期
限
〉４
月
９
日
㈫
（
必
着
）

〈
申
込
方
法
〉往
復
は
が
き
往
信
の
裏

に
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号

④
出
店
す
る
品
目
⑤
「
４
月
21
日
」

⑥
搬
入
に
用
い
る
自
動
車
の
ナ
ン
バ

ー
⑦
当
日
出
店
に
携
わ
る
人
数
を
、

返
信
の
表
面
に
も
住
所
、
氏
名
を
そ

れ
ぞ
れ
書
い
て
ひ
こ
ね
エ
コ
マ
ー
ケ

ッ
ト
実
行
委
員
会
事
務
局
（
〒
５
２
２-

０
０
８
８
　
銀
座
町
４-

19
リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
内
）
へ
〈
問
い
合
わ
せ

先
〉
生
活
環
境
課
☎
◯　22　
１
４
１
１

番
内
線
１
２
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　27　
０
３

９
５
番

第
40
回

滋
賀
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

〈
陸
上
競
技
の
部
〉

〈
実
施
日
〉５
月
26
日
㈰

〈
場
所
〉皇

子
山
総
合
運
動
公
園（
大
津
市
）
※
参

加
者
は
福
祉
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
　

〈
参
加
費
〉無
料
〈
申
込
期
限
〉４
月

15
日
㈪

※
種
目
、
参
加
資
格
な
ど

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
障
害
福

祉
課
（
平
田
町
・
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
◯　27　
９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　

１
７
６
７
番

※
今
後
、
水
泳
の
部
（
６
月
）、
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
の
部
（
７
月
）、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
部
（
９
月
）、
卓

球
の
部
（
10
月
）
が
順
次
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す

全
国
戦
没
者
追
悼
式

参
列
者

〈
実
施
日
〉８
月
14
日
㈬
・
15
日
㈭

〈
場
所
〉日
本
武
道
館
（
東
京
都
千
代
田

区
）
〈
対
象
〉原
則
と
し
て
戦
没
者（
原

爆
、
一
般
戦
災
死
没
者
を
含
み
ま
す
）

の
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹

（
１
柱
１
回
限
り
）
で
、
１
泊
２
日
の

団
体
行
動
が
で
き
る
人
〈
定
員
〉県

内
か
ら
20
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
〈
参
加
費
〉５
、０
０
０
円

程
度
〈
申
込
期
間
〉４
月
１
日
㈪
〜

同
26
日
㈮

〈
申
込
方
法
・
問
い
合

わ
せ
先
〉は
が
き
に
①
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
戦
没
者
と
の
続
柄
、
生
年
月

日
（
年
齢
）、
電
話
番
号
と
②
戦
没
者

の
氏
名
と
本
籍
地
都
道
府
県
名
を
書

い
て

健
康
福
祉
政
策
課
（
〒
５
２

０-

８
５
７
７
）
☎
０
７
７-

５
２
８-

３
５
１
４
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７

-

５
２
８-

４
８

５
０
番
へ

募　集
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15日㈪、22日㈪、
25日㈭、29日㈷

日・曜日

17日㈬

18日㈭

19日㈮

23日㈫

24日㈬

26日㈮

30日㈫

開 出 今 町 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央 部
開出今第２団地（旧県立短大前）
平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校
稲 里 町 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
稲 　 枝 　 駅 　 前
千 鳥 ヶ 丘 会 館 横
岡 町 彦 根 自 動 車 学 校
平 田 町 明 照 寺 前
大 藪 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社
新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館
普 光 寺 町 公 民 館
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港屋駐車場東（旧平和堂稲枝店）

１３：２０
１４：１０
１５：００
１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１３：１５
１４：００
１４：５０
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０

駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【４月後半】

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

図書館やたちばな号の利用は無料です。

図書館休館日
４月後半

※４月から、一部の区域で収集順を変更しています。収集予定日が３月までと大幅
に異なる場合もありますので、この表で確認くださるようお願いします。

※臨時の収集については、早めにお申し込みください。（臨時の収集は、原則とし
て毎週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況や冬期の天候によって、収集日は３日程度前後することがありますが、
ご了承ください。

１５日㈪

１６日㈫

１７日㈬

１８日㈭

１９日㈮

２２日㈪

２３日㈫

２４日㈬
２５日㈭
２６日㈮
３０日㈫

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、錦（第１部）、甘呂、竹ケ
鼻、八坂、稲部（稲部）、南三ツ谷、甲崎、上岡部、下岡部
橋向、新、芹中、大橋、元岡、沼波、後三条（上）、岡、西沼波
（東部を除く）、甘呂、八坂、亀山地区、彦富
後三条（上）、古沢、松原（四ツ川を除く）、西沼波（東部を除く）、
東沼波、大堀、甘呂、八坂、亀山地区、彦富
古沢、松原（四ツ川を除く）、東沼波、大堀、日夏、八坂、鳥居本
地区、亀山地区、彦富
錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原三丁目、日夏、
鳥居本地区、亀山地区、稲部（南稲部）
河原一丁目、河原二丁目、河原三丁目、日夏、鳥居本地区、亀山
地区、出路、石寺、稲部（稲部）
日夏、亀山地区、三津、海瀬、肥田（西肥田を除く）、稲枝（東）、
田原、稲里、金田、彦富（笹田団地）
日夏、高宮地区、河瀬地区、野良田、服部、稲枝（東）
日夏、高宮地区、河瀬地区、稲部（東稲部）、稲枝（西）、金沢（長江）
高宮地区、河瀬地区
小泉、高宮地区、河瀬地区

４月後半16日㈫
西 清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前

１３：３０
１４：２０
１５：１０

重度の心身障害の人の積極的な社会参加を促進す
るために、タクシー料金または自動車燃料費の助成
をします。
対象者 療育手帳Ａの所持者および身体障害者手帳
１・２級の所持者で、次のいずれかの障害のある人
○肢体不自由障害のうち下肢障害
または体幹機能障害
○視覚障害
○内部障害
※自動車燃料費の助成については、本人または本人
と生計を一にする家族が運転する場合に限られま
す。
申請に必要なもの 療育手帳または身体障害者手
帳、認め印
※自動車燃料費の助成については、運転免許証の写
し、車検証の写しも必要です。
手続き・問い合わせ先 障害福祉課（平田町・障害
者福祉センター内）☎27-9981、FAX26-1767

タクシー料金
　　　　　　｝を助成します自動車燃料費

TAXI

歩道上に駐輪されている自転車は、点字ブロックを利用す
る視覚障害者や車いすを利用する身体障害者などの歩行の妨
げとなっており、交通事故の原因にもなりかねないなどたい
へん危険です。さらに、万一火災が起きたときなどには消
火・救急の妨げにもなり、大きな社会問題です。
市では自転車等の放置の防止に関する条例を定め、彦根駅
と河瀬駅周辺を放置自転車禁止区域に指定しています。禁止
区域内に放置されている自転車・バイクは、条例に従って撤
去し、移動保管料を徴収しています。
通勤や通学、観光などで駅を利用する場合は、必ず民間の
自転車預かり所や市営の自転車駐車場を利用してください。
市営自転車駐車場
●彦根駅前自転車駐車場（古沢町）☎26-8410
●河瀬駅前東口自転車駐車場（南川瀬町）☎28-3655
●河瀬駅前西口自転車駐車場（川瀬馬場町）☎28-3656

※利用希望者は、直接各自転車駐車場へ申し込んでください。
※河瀬駅前東口および西口自転車駐車場では、自動二輪車は
扱っていません。
問い合わせ先 生活環境課☎22-1411（内線134）

 

自 転 車  

原動機付自転車 

自 動 二 輪 車  

定期使用（１か月） 

２,５００円 

３,７００円 

５,２００円 

一時使用（１日・１回） 

１７０円 

２５０円 

３５０円 
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催し物
! ! !

インターネットで 
彦根城の桜開花状況速報

http://www.hikoneshi.com
《桜が散るまで、随時更新の予定です。》 

　彦根城内濠では、夜桜見物をお楽しみいただくた

めのライトアップを、日没から21：30まで実施中。

※4月21日㈰まで実施の予定ですが、この期間は

　開花状況に応じて変更することがあります。

開催中 

ぼりうち

２月12日にひこね市文化プラザで収録された「ふたりのビッグ
ショー」の放映日時が次のように決まりました。

4月19日㈮ 20:00〜〈NHK総合テレビ〉（再放送）22日㈪ 16:15〜　
あおい輝彦、香西かおりのゲスト２人だけでなく、地元彦根市民
が多数出演する場面もあります。どうぞご覧ください。
問い合わせ先 ひこね市文化プラザ☎26-8601

交通規制（車両通行止め）のお知らせ
桜まつり期間中、彦根城には市内外から多くの見物客が
あり、混雑が予想されます。事故防止のため、城内で交通
規制を実施しますので、ご協力をお願いします。
規制区間
○元二の丸派出所～黒門前（右図の　　　　部分）
4月21日までの毎日　　9：00～22：00
○いろは松～彦根東高校前（右図の　　　　部分）
期間中の土・日曜日　 9：00～18：00

彦根城表門橋 架替工事のお知らせ
３月から、老朽化した表門橋を架け替える工事を実施し
ています。新しい表門橋が完成する予定の平成16年３月ま
で約２年間、旧表門橋から約200ｍ北側（金亀児童公園前＝
右図参照）に仮橋を設置します。彦根城や彦根城博物館へお
出かけの際は、この仮橋をご利用ください。工事期間中、
ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いします。

※なお、桜まつりの交通規制期間中、駐車場は大手前公園

（旧近江高跡地）および県立彦根総合運動場スイミングセ

ンターをご利用ください。

問い合わせ先 観光課☎22-1411（内線333）
㈳彦根観光協会☎23-0001

■彦根東高校

■二の丸
　駐車場

玄宮園■
市役所■

桜
場
駐
車
場
■

金
亀
児
童
公
園
■

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
■

楽々園■

裁判所■大手前公園■

中濠内
濠

■
埋
木
舎

■
ホ
テ
ル

大手門

黒門

彦根城　
博物館■

彦根城　
天守■

観光協会■

彦根駅
→

護国神社■

市民会館■

←西中学校

仮橋  

旧表門橋
（工事中）
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ツベルクリン
反 応 検 査  
５月27日㈪

判　　　定・ 
Ｂ Ｃ Ｇ接種  
５月29日㈬

48時間後 

 
4月19日㈮
 
4月22日㈪

4月23日㈫

4月25日㈭

4月30日㈫

5月 １日㈬

5月　7日㈫

5月28日㈫

平成12年（2000）12月以前の出生
児で、服用当日７歳６か月未満児
のうち、２回服用していない児 

平成13年（2001）１月・２月の出生児 

平成13年３月・４月の出生児 

平成13年５月・６月の出生児 

平成13年７月・８月の出生児 

平成13年９月・10月の出生児 

平成13年11月・12月の出生児 

上記日程で服用できなかった児 

実 施 日  対 象

公民館名（所在地）  

稲枝地区公民館 

西 地 区 公 民 館  

東 地 区 公 民 館  

旭森地区公民館

河瀬地区公民館 

中 地 区 公 民 館  

鳥居本地区公民館 

南 地 区 公 民 館  

開　催　日 

毎月第４金曜日 

　〃　第１木曜日 

　〃　第３木曜日 

　〃　第１火曜日 

　〃　第２火曜日 

　〃　第２水曜日 

　〃　第２火曜日 

　〃　第２木曜日 

電話番号 

43-4041  

24-2957 

24-4951  

26-0675 

28-1000 

24-0801 

26-1922 

25-5177

 

（ 本 庄 町 ）  

（本町一丁目） 

（ 大 東 町 ）  

（正法寺町） 

（ 森 堂 町 ）  

（ 大 藪 町 ）  

（鳥居本町） 

（ 甘 呂 町 ）  

時　間 

１０：００～ 

１０：００～ 

１０：００～ 

１０：００～ 

１０：００～ 

１０：００～ 

１０：００～ 

１０：００～ 
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健康管理だより
市健康管理課

（平田町・福祉保健センター１階）

☎24-0816

FAX24-5870

北

村

流
り
ゅ
う

雅が

ち
ゃ
ん

︵
正
法
寺
町
︶

村

田

宰さ
い

都と

ち
ゃ
ん

︵
地
蔵
町
︶

薄

井

快か
い

翔と

ち
ゃ
ん

︵
野
田
山
町
︶

子
育
て
真
っ
最
中
の
保
護
者
の
皆

さ
ん
、
子
ど
も
の
こ
と
で
気
に
な
る

こ
と
、
今
悩
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、

子
育
て
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
交
流

で
き
る
機
会
「
わ
い
わ
い
ひ
ろ
ば
」

を
ご
存
じ
で
す
か
。

市
内
の
８
地
区
公
民
館
で
、
下
の

と
お
り
毎
月
１
回
開
い
て
い
ま
す
。

誘
い
合
わ
せ
て
、
子
ど
も
連
れ
で
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
内
容
は
、
各
地
区
公
民
館

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象

０
歳
児
〜
幼
稚
園
入
園
前
ま

で
の
子
ど
も
と
保
護
者

参
加
費

無
料
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近
年
、
家
の
中
や
外
で
転
ん

で
骨
折
し
、
そ
れ
が
原
因
で
寝

た
き
り
に
な
る
人
が
多
く
あ
り

ま
す
。
転
倒
は
、
加
齢
に
よ
る

体
の
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の

低
下
な
ど
か
ら
起
こ
り
ま
す
。

市
で
は
、
転
倒
防
止
を
目
的
に
次
の
と
お
り
「
い
き
い

き
元
気
づ
く
り
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
高
齢
者
の
皆
さ

ん
、
寝
た
き
り
知
ら
ず
・
介
護
知
ら
ず
を
目
指
し
、
い
き

い
き
と
し
た
日
々
を
送
る
た
め
、
こ
の
教
室
に
参
加
し
、

元
気
年
齢
を
伸
ば
し
ま
せ
ん
か
。
毎
月
１
回
、
年
間
12
回

の
シ
リ
ー
ズ
で
実
施
し
ま
す
。

対
　
象

60
歳
以
上
の
市
民

会
場
と
開
催
日

▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
開
出
今
町
）
＝
毎
月
第
４
火
曜
日

▼
南
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
田
原
町
）
＝
毎
月
第
３
水
曜
日

※
い
ず
れ
も
５
月
の
み
開
講
式
を
含
め
て
２
回
開
催
し
、

平
成
15
年
３
月
ま
で
の
12
回

開
催
時
間

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
同
３
時
30
分

内
　
容

▽
転
ば
な
い
た
め
の
体
づ
く
り

体
操
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・「
食

生
活
を
見
直
そ
う
」

▽
転
ば
な
い
た
め
の
環
境
づ
く
り

転
倒
を
防
止
す
る
た
め
の
工
夫

定
　
員

各
会
場
25
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料

無
料

申
込
期
限

４
月
19
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

健
康

管
理
課
☎
◯　24　
０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　24　
５
８
７
０
番
へ

高齢者の自己負担額が変わります
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①定額制の診療所（一部負担金を定額で徴収することを都道府県知事に届け出た診療所）

１日につき800円 ➡ １日につき850円

②病院および定率制の診療所
医療機関で 3,000円 ➡ 3,200円
大病院（ベッド数が200床以上ある病院）での受診は

5,000円 ➡ 5,300円
医療機関で 1,500円 ➡ 1,600円
薬　局　で 1,500円 ➡ 1,600円
大病院（ベッド数が200床以上ある病院）での受診は

医療機関で 2,500円 ➡ 2,650円
薬　局　で 2,500円 ➡ 2,650円

①定額制の訪問看護ステーション
（訪問看護に要した費用を定額で徴収することを都道府県知事に届け出た訪問看護ステーション）

１日につき600円 ➡ １日につき640円

②定率制の訪問看護ステーション

１か月に3,000円 ➡ １か月に3,200円

４月１日か
ら

１か月に６日以上訪問看護を受けた場合
は、その月の６日目以降の訪問看護について
は基本利用料の負担はありません。

　

一部負担金は医療費
の１割ですが、同一の
医療機関での負担額が
１か月に右の額に達し　

たときは、その
後は自己負担
はありません。

１か月に５日以上通院した場合は、その月
の５日目以降の通院については負担はありま
せん。

一部負担金は訪問看護に要する費用の１割
ですが、同一の訪問看護ステーションでの基
本利用料が１か月に左の額に達したときは、
その後は基本利用料の負担はありません。

改定前 改定後

改定前 改定後

改定前 改定後

改定前 改定後

（ ）

）（

⑴医療機関で院外処
しょ

方
ほう

箋
せん

を

交付されなかった（医療

機関で投薬を受けた）人

⑵医療機関で院外処方箋
　

を

交付された（院外の薬局

で投薬を受けた）人

医
療
機
関
外
来
受
診
の
場
合

老
人
保
健
の
訪
問
看
護
を
受
け
た
場
合

おくすり

今月から、70歳以上の人および65歳～69歳で老
人福祉医療費受給券をお持ちの人の自己負担額が次
のとおり改定されます。
これは、老人保健制度の財政的健全性を維持する

ため、法律の規定により、１日平均外来医療費の伸
び率に応じて、改定が行われることになっているも
のです。
問い合わせ先 保険年金課☎22-1411（内線140）
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桜の美しさを語る岩崎さん

岩
崎
ナ
ツ
ヱ
さ
ん
︵
鳥
居
本
町
︶

矢
倉
川
沿
い
に
桜
の
木
が
植
え
ら
れ
た

の
は
、
高
根
団
地
が
造
成
さ
れ
、
堤
防
が

整
備
さ
れ
た
と
き
で
す
。
そ
れ
か
ら
か
れ

こ
れ
25
年
、
大
き
く
成
長
し
た
桜
が
み
ご

と
な
花
を
つ
け
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
特
に

美
し
く
、
満
開
が
近
づ
く
と
近
く
の
老
人

会
や
家
族
連
れ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
が

花
見
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
地
区
公
民
館
の
俳
句
会
に
入
っ
て

い
ま
す
。
毎
年
、
花
が
咲
く
こ
ろ
に
な
る

と
、
み
ん
な
で
堤
防
に
出
か
け
て
俳
句
を

詠
む
の
が
恒
例
に
な
り
ま
し
た
。
思
い
思

い
に
散
策
し
、
地
区
公
民
館
に
戻
っ
た
後

で
、感
じ
た
ま
ま
を
俳
句
に
ま
と
め
ま
す
。

春
の
息
吹
を
い
っ
ぱ
い
に
感
じ
る
、
気
持

ち
の
よ
い
ひ
と
と
き
で
す
。

花
堤
三
三
五
五
と
に
ぎ
わ
え
る

昨
年
詠
ん
だ
拙
作
を
披
露
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

人口と世帯数
平成14年３月１日現在

人　口
男
女
世帯数

（ ）内は前月との比較

１０８,７７０人 （－２０）
５３,５０６人 （－１８）
５５,２６４人 （－ ２）
３８,３０７世帯（－３０）

　人と人とのふれあい、会話の第一歩は「あいさつ」です。
子どもたちへ、まず大人からあいさつしましょう。 
　そして、地域の子どもたちの名前を覚えましょう。 

あいさつは

いきいきと

リズミカルに

スマイル添えて

●あ

●い

●り

●す

合い言葉は「あいりす」

Vol. 9

アイリスは、市の花「はなしょうぶ」
などアヤメ科の植物の総称です。
彦根のいろいろな地域で、アイリスの
花が咲くように、あいさつの輪が広がる
ようにと願って名づけられました。

※彦根市青少年問題協議会では、
毎月１日（日曜日などの場合は、
翌登校日）を「あいさつの日」
として、市内の小・中学校の
校門などで、子どもたちへの
声かけを実施しています。
※皆さんのまちの「あいさつ運動」
の取組をお知らせください。
連絡・問い合わせ先

教育委員会生涯学習課
☎24-7971、FAX23-9190

何年も前から、三津町では自治会と老
人会の皆さんが、毎月１日と15日に町内
の横断歩道の前で子どもたちにあいさつ
の声かけをしています。
「おはようございます」子どもたちか
らの笑顔のあいさつに、「おはよう、気
をつけて行ってらっしゃい」「今日は○
○ちゃんはお休みか？」「うん、風邪ひ
かはったから」など、会話もはずみます。
「１年生のころは、こっちから声をか

けてもあまり返事が返ってこなかったのに、中学年にもなると、帰りに会うと
『ただいま！』と向こうから元気にあいさつしてくれる」と、近所の子どもたち
の成長に目を細めて語るお年寄り。
「地域の子どもは地域で守り育てる」という意気込みが伝わってきます。

三津町でのあいさつの取組
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国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
先
が
変
わ
り
ま
し
た

平
成
14
年
４
月
分
以
降
の
保
険
料
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
先
が
市
町
村
か
ら

国
（
社
会
保
険
庁
）
へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
14
年
４
月
分
の
保
険
料
か
ら
は
、
全

国
の
郵
便
局
、
銀
行
、
信
用
金
庫
、
農
協
、

信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、
社
会
保
険
事
務
所

の
窓
口
で
納
付
で
き
ま
す
。

保
険
料
は
、
納
期
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
場
合

新
た
な
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

３
月
分
ま
で
の
保
険
料
を
口
座
振
替
で
納

め
て
い
た
人
に
つ
い
て
は
、
別
に
お
申
し
出

の
な
い
限
り
、
引
き
続
き
同
じ
口
座
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦
根
事
務
所
☎
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